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ミュンヘン便り
～自動化～

海外に長く住んでいた友人が再び日本に住
むようになったとき、日本での社交の場は法
事であることに気づいた、と言っていまし
た。ドイツでの社交の場は、誕生日パーティ
やスポーツ観戦といったところでしょうか。

友人Ｋの誕生日パーティが彼の家で開かれ
ました。まずはシャンパンのマグナムボトル
を開けてみんなで乾杯！ケータリングサービ
スながら高品質なイタリアンスタイルの前菜
をつまみながら、早速おしゃべりが弾みま
す。友人Ｋの義兄Jはミュンヘンではよく知
られた自動車部品会社の２代目オーナー社
長。お父上が創業した会社を継いだだけでな
く、今や工場を世界各地に作るまでに会社を
発展させているやり手の実業家です。日本に
は何度も訪れているそう。お父上と親子そろ
って日本の大ファンです。Jのお父上とはそ
の前のＫの誕生日パーティでお話ししまし
た。今は完全に経営から引退されて悠々自適
の暮らしを楽しんでおられるお父上ですが、
まだ現役でご活躍できるのではと思うほどお
元気そのもの。「30回以上日本に行ったよ。
素晴らしい国だ。きちんと整理されていてと
ても効率的だ・・・食べ物も素晴らしい。あ
ちこち旅行にも行ったよ。美しい場所がたく
さんあるね・・・」と日本談議に大いに盛り
上がりました。

彼らのようなオーナー社長や社長業を専門
とする経営のプロたちにとってバイブル的存
在が、大野耐一著「トヨタ生産方式」。「ジャ

スト・イン・タイム」、「カンバン方式」、「ム
ダ」、「ジドウカ」などの日本語は彼らに浸透
し、完全に専門用語と化しています。彼らは
日本に行くとトヨタ詣でを欠かさないといっ
ても過言ではないほど。中には何度も行く人
もいるようです。もう10年以上前ですが、筆
者は彼らの一人の要望により、「トヨタ生産
方式」の原書を日本で買ってドイツに持ち帰
ったことがあります。原書とドイツ語翻訳版
とを比べてみると、図の一部が翻訳版では抜
けていました。「トヨタ生産方式」の中の図
はなかなかに味があるし、内容と関連してい
ますから、図が抜けるのはいただけません。

さて、Jの会社は自動車部品製造会社であ
ることから、当然に特許出願もしています。
従って、Ｊは、Patentanwalt/Patentanwältin
（直訳すると特許弁護士、前者が男性、後者
が女性）がどういう職業であるかを真に理解
している数少ないドイツ人達の一人。ドイツ
では、「特許弁護士」とは弁護士の一種であ
り法律家である、と勘違いしている人達が多
いのです。実際、筆者の身の回りの友人たち
も皆そう思っていました。唯一の例外が二
人。一人は音楽の著作権を扱う会社を経営す
るオーナー社長のＭ。Ｍは著作権が専門とは
いえ、知的財産全般についての知識も職業柄
持ち合わせているため、特許弁護士が何をし
ているのかも理解しています。もう一人が本
日登場のＪ。そのＪが目をキラキラさせて言
いました。「この間、初めて特許明細書をＡ
Ｉに書かせてドイツ特許庁に出願したんだ
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よ。テストケースだ。どうなるかすごく楽し
みだよ！」

今後、いくつかの職業はＡＩにとって代わ
られるであろうと予測されていますね。例え
ば翻訳。機械翻訳の精度・品質が向上し、完
全マニュアル翻訳は過去の話となりました。
とはいえ現段階では、特許翻訳において機械
翻訳に頼れる言語と分野とはまだ限定されて
いる模様。筆者が知る限りでは、ドイツ語・
英語間で、かつ化学分野であれば、機械翻訳
は現段階で既に相当使えるようです。他の言
語の組合せや技術分野では、今後の発展の余
地が大いにありそう。「トヨタ生産方式」の
ような本をＡＩが翻訳したらどうなるのか。
そして我々弁理士の職業が20年後、30年後に
どうなっているか。ＡＩに単に取って代わら
れるのか、それとも人間がＡＩをうまく使い
こなすことで処理内容がさらに高度化するの
か？ＡＩは「代理人」になれるのか？

Ｊは、明日から60歳記念旅行でポリネシア

に行くのだ、と言ってその先端にエンジェル
が煌めくロールスロイスで去っていきまし
た。今度Ｊに会ったら、ＡＩの特許出願がど
うなったか聞いてみよう。
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